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彙　
　
　

報

彙　
　

報

国
語
学
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
九
年
度
第
一
学
期

文
学
部

国
語
学

国
語
学
講
義
Ⅰ　

日
本
漢
字
音
小
史 
高　

山　

教　

授

国
語
学
講
義
Ⅱ　

日
本
語
の
音
声 
高　

山　

教　

授

国
語
学
演
習
Ⅱ　

万
葉
表
記
論
１ 

高　

山　

教　

授

国
語
学
講
義
Ⅴ　

ロ
シ
ア
資
料
と
日
本
語
方
言

 

岡
山
大
学　

江
口
泰
生　

教
授

国
文
学

国
文
学
講
義
Ⅰ　

伊
勢
物
語
の
総
合
的
研
究 

今　

西　

教　

授

国
文
学
演
習
Ⅰ　

服
部
南
郭
『
大
東
世
語
』
を
よ
む 

今　

西　

教　

授

国
文
学
講
義
Ⅲ　

物
語
文
学
史
概
論 

辛　

島　

准
教
授

国
文
学
演
習
Ⅲ　

『
し
ら
露
』
注
釈 

辛　

島　

准
教
授

国
文
学
演
習
Ⅶ　

日
本
近
代
文
学
研
究

 

比
較
社
会
文
化
研
究
院　

松　

本　

教　

授

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅲ　

史
的
連
濁
論 

高　

山　

教　

授

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅲ　

古
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
１
）

 

高　

山　

教　

授

日
本
語
学
特
論
Ⅲ　

ロ
シ
ア
資
料
と
日
本
語
方
言

 

岡
山
大
学　

江
口
泰
生　

教
授

古
代
散
文
論
特
論
Ⅲ　

伊
勢
物
語
の
総
合
的
研
究 

今　

西　

教　

授

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅲ　

稿
本
に
よ
る
古
今
集
遠
鏡
の
再
検
討

 

今　

西　

教　

授

中
世
散
文
論
特
論
Ⅲ　

物
語
文
学
史
研
究 

辛　

島　

准
教
授

日
本
中
世
文
学
作
品
研
究
Ⅲ　

『
し
ら
露
』
を
読
む 

辛　

島　

准
教
授

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅲ　

日
本
近
代
文
学
研
究

 

比
較
社
会
文
化
研
究
院　

松　

本　

教　

授

論
文
指
導 

各
教
員

平
成
十
九
年
度
第
二
学
期

文
学
部

国
語
学

国
語
学
講
義
Ⅲ　

日
本
語
史
概
説 

高　

山　

教　

授

国
語
学
演
習
Ⅰ　

万
葉
表
記
論
２ 

高　

山　

教　

授

国
文
学

国
文
学
講
義
Ⅱ　

伊
勢
物
語
の
総
合
的
研
究 

今　

西　

教　

授
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国
文
学
演
習
Ⅱ　

服
部
南
郭
『
大
東
世
語
』
を
よ
む 

今　

西　

教　

授

国
文
学
講
義
Ⅳ　

物
語
文
学
史
概
論
（
続
） 

辛　

島　

准
教
授

国
文
学
演
習
Ⅳ　

『
し
ら
露
』
注
釈
（
続
） 

辛　

島　

准
教
授

国
文
学
演
習
Ⅷ　

日
本
近
代
文
学
研
究

 

比
較
社
会
文
化
研
究
院　

松　

本　

教　

授

国
文
学
講
義
Ⅷ　

上
田
秋
成
研
究

 

東
京
大
学
大
学
院　

長
島
弘
明
教
授

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅳ　

音
訳
漢
字
資
料
の
研
究 

高　

山　

教　

授

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅳ　

古
代
語
研
究
の
諸
問
題
（
２
）

 

高　

山　

教　

授

古
代
散
文
論
特
論
Ⅳ　

伊
勢
物
語
の
総
合
的
研
究 

今　

西　

教　

授

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅳ　

稿
本
に
よ
る
古
今
集
遠
鏡
の
再
検
討

 
今　

西　

教　

授

中
世
散
文
論
特
論
Ⅳ　

物
語
文
学
史
研
究
（
続
） 

辛　

島　

准
教
授

日
本
中
世
文
学
作
品
研
究
Ⅳ　

『
し
ら
露
』
を
読
む
（
続
）

 

辛　

島　

准
教
授

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅳ　

日
本
近
代
文
学
研
究

 

比
較
社
会
文
化
研
究
院　

松　

本　

教　

授

日
本
文
学
特
論
Ⅳ　

上
田
秋
成
研
究

 

東
京
大
学
大
学
院　

長
島
弘
明　

教
授

論
文
指
導 

各
教
員

学
会
・
研
究
室
行
事

○
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会

（
二
〇
〇
七
年
六
月
三
日
（
日
）
於
九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
国
際

ホ
ー
ル
）

中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
双
子
の
役
割

 

九
州
大
学
大
学
院　

吉　

田　

紗
弥
香

源
俊
頼
の
和
歌
と
五
音
相
通 

九
州
大
学
大
学
院　

下　

中　

敦　

子

『
徒
然
草
』
第
百
四
段
の
真
相 

九
州
大
学
大
学
院　

藤　

崎　

祐　

二

現
代
日
本
語
に
お
け
る
拗
音
の
現
れ
方
に
つ
い
て

 

九
州
大
学
大
学
院　

蛭　

沼　

芽　

衣

日
本
語
二
字
漢
語
の
字
順
に
つ
い
て

 

九
州
大
学
大
学
院　

金　
　
　

正　

煥

指
示
副
詞
の
変
遷 

九
州
大
学
大
学
院　

熊　

谷　

政　

人

徒
然
草
オ
ゴ
メ
ク
考

 

文
部
科
学
省
主
任
教
科
書
調
査
官　

白　

石　

良　

夫

源
氏
物
語
の
夕
顔
と
松
浦
地
方 

西　

丸　

妙　

子

○
平
成
十
九
年
度
西
日
本
国
語
国
文
学
会

（
二
〇
〇
七
年
九
月
十
五
日
（
土
）
・
十
六
日
（
日
）
於
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
）〔

研
究
発
表
〕

安
楽
庵
策
伝
と
『
東
国
滑
稽
伝
』
第
一
一
二
話

 

九
州
大
学
大
学
院　

琴　
　
　

榮　

辰
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奈
良
絵
本
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
背
景

 

九
州
大
学
専
門
研
究
員　

田　

村　
　
　

隆

（
九
州
大
学
関
係
者
の
み
）

○
語
文
研
究
一
〇
三
号
（
二
〇
〇
七
年
六
月
発
行
）

「
愁
鬢
詞
」
本
文
校
定

―
―

活
字
本
の
危
う
さ―

―
 

後　

藤　

昭　

雄

『
伊
勢
物
語
』
第
四
十
五
段
考

―

そ
の
〈
原
形
〉
に
関
す
る
臆
説―

 

後　

藤　

康　

文

双
林
寺
の
画
僧
月
峰
の
こ
と

―

田
能
村
竹
田
・
頼
山
陽
関
連
資
料
よ
り
探
る―

 

田　

邉　

菜
穂
子

〈
接
吻
〉
語
史　

キ
リ
ス
ト
教
用
語
の
視
点
か
ら
の
再
構
築

 

井　

料　

佐
紀
子

○
文
献
探
究　

第
45
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
発
行
）

《
口
絵
・
解
説
》
う
つ
ほ
物
語
絵
巻 
田　

村　
　
　

隆

徳
田
和
夫
氏
蔵
『
祇
王
祇
女
物
語
』
絵
巻
解
題
・
翻
刻

 

森　
　
　

誠　

子

京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
『
古
今
集
註
』
翻
刻
と
解
題
（
一
）

 

日　

高　

愛　

子

福
岡
市
博
物
館
蔵　

野
村
望
東
尼
『
雑
歌
草
稿 

二
』
翻
刻
と
解
題

│
『
向
陵
集
』
と
の
関
連
に
お
い
て
（
続
）
│ 

進　

藤　

康　

子

江
吏
部
集
試
注
（
十
五
） 

木　

戸　

裕　

子

慶
安
五
年
刊
『
訳
和
和
歌
集
』
翻
刻
と
解
題
附
校
異
（
六
）

 

内　

野　

優　

子

『
和
歌
職
原
捷
径
』
翻
字
稿 

今　

西　

祐
一
郎

薩
隅
方
言
の
「
〜
ト
ル
」 

久
保
薗　
　
　

愛

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
九
年
度
前
学
期

文
学
部
・
初
等
教
育
・
学
科
共
通
科
目

コ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

竹
村
教
授
・
静
永
准
教
授
ほ
か

古
典
の
世
界
「
日
本
と
中
国
の
言
葉
と
文
学
」

 

竹
村
教
授
・
静
永
准
教
授
ほ
か

古
典
の
世
界
「
東
洋
の
こ
こ
ろ
：
論
語
講
読
」 

静　

永　

准
教
授

文
学
部

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

唐
代
詩
文
集
研
究
Ⅰ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

『
隋
唐
演
義
』
演
習 

竹　

村　

教　

授

演
習　

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
Ⅸ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

中
国
古
典
選
読 

孫　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

孫
教
師
・
静
永
准
教
授

講
義　

中
国
語
語
音
史
と
中
国
語
方
言

 

（
北
九
州
市
立
大
学
）
佐
藤　

昭
教　

授

演
習　

中
国
語
文
法
研
究 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西　

山　

准
教
授
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中
国
語
（
中
級
）・
中
国
語
作
文 

孫　
　
　

教　

師

中
国
語
初
歩 

岡　

村　

講　

師

人
文
科
学
府

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

六
朝
辞
賦
文
学
研
究
Ⅴ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

王
昭
君
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

演
習　

文
選
集
注
Ⅶ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

孫
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

竹　

村　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静　

永　

准
教
授

平
成
十
九
年
度
後
学
期

文
学
部
・
初
等
教
育
・
学
科
共
通
科
目

文
学
基
礎 

竹
村
教
授
・
静
永
准
教
授
ほ
か

人
文
学
入
門
Ⅰ
「
文
字
を
よ
む
」 
竹

村

教
授
ほ
か

人
文
学
入
門
Ⅱ
「
近
代
日
本
の
人
文
学
」 

静
永
准
教
授
ほ
か

文
学
部

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

唐
代
詩
文
集
研
究
Ⅱ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

『
隋
唐
演
義
』
演
習 

竹　

村　

教　

授

演
習　

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
Ⅹ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

中
国
古
典
選
読 

孫　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

孫
教
師
・
静
永
准
教
授

講
義　

中
国
語
語
音
史
と
中
国
語
方
言

 

（
北
九
州
市
立
大
学
）
佐
藤　

昭
教　

授

演
習　

中
国
語
文
法
研
究 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西　

山　

准
教
授

中
国
語
（
中
級
）・
中
国
語
会
話 

孫　
　
　

教　

師

中
国
語
初
歩 

岡　

村　

講　

師

中
国
語
科
指
導
法
Ⅰ 

（
九
州
共
立
大
学
）
黄

冬

柏
准
教
授

集
中
講
義　

魏
晋
六
朝
の
文
学 

（
東
北
大
学
）
佐
竹
保
子
教　

授

人
文
科
学
府

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

六
朝
辞
賦
文
学
研
究
Ⅵ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

王
昭
君
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

演
習　

文
選
集
注
Ⅷ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

孫
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

竹　

村　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静　

永　

准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
二
七
回
（
二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
七
日
）

老
舎
『
離
婚
』
の
ユ
ー
モ
ア
表
現
に
つ
い
て 

日　

高　

佳　

子

元
宵
節
の
風
俗
と
文
学 

吉　

留　

志　

保

清
代
粤
西
詞
学
概
述 

張　
　
　

学　

軍
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第
二
二
八
回
（
二
〇
〇
七
年
三
月
三
日
）

浙
江
寧
波
音
に
お
け
る
咸
摂
１
等
韻
の
語
音
変
化
に
つ
い
て

 

平　

田　

直　

子

唐
宋
古
文
に
お
け
る
計
量
言
語
学
的
考
察 

東　
　
　

英　

寿

第
二
二
九
回
（
二
〇
〇
七
年
四
月
二
十
八
日
）

唐
代
類
書
『
藝
文
類
聚
』
の
部
立
て
と
避
諱
の
問
題

 

大　

渕　

貴　

之

王
維

川
荘
詩
に
見
え
る
「
惆
悵
」
に
つ
い
て 

陣　

内　

孝　

文

新
羅
文
人
崔
致
遠
の
詩
文
に
見
え
る
唐
末
節
度
使
高
駢
の
実
像

 

静　

永　
　
　

健

第
二
三
〇
回
（
二
〇
〇
七
年
七
月
七
日
）

白
居
易
の
佚
小
説
「
酥
香
伝
」
に
つ
い
て 

陳　
　
　
　
　

司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
『
白
氏
文
集
』 
中　

尾　

健
一
郎

江
戸
期
『
唐
詩
選
』
類
本
と
そ
の
版
権
訴
訟
を
め
ぐ
っ
て

 

有　

木　

大　

輔

第
二
三
一
回
（
二
〇
〇
七
年
九
月
八
日
）

劉
辰
翁
と
李
賀―

劉
辰
翁
評
點
李
賀
詩
集
を
め
ぐ
っ
て―

 

奥　

野　

新
太
郎

郭
沫
若
「
訪
日
雑
詠
」
に
つ
い
て 

岸　

田　

憲　

也

【
特
別
企
画
】

一
九
五
五
年
郭
沫
若
一
行
九
大
訪
問
記
念
写
真
の
放
映

 

竹　

村　

則　

行

 

（
九
大
・
大
学
文
書
館
）
折　

田　

悦　

郎

郭
沫
若
『
鄭
成
功
』
に
つ
い
て

―

執
筆
意
図
と
鄭
成
功
「
顕
彰
」
を
め
ぐ
っ
て―

 

松　

岡　

純　

子

第
二
三
二
回
（
二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
日
）

六
朝
よ
り
唐
代
に
至
る
蘇
小
小
の
演
変 

彭　
　
　

腊　

梅

唐
代
の
奉
禮
郎
と
協
律
郎―

李
賀
の
官
職
と
そ
の
文
学
創
作―

 

長
谷
川　

真　

史

二
陸
贈
答
詩
中
的
東
南
士
族 

孫　
　
　

明　

君

○
第
五
十
五
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
〇
七
年
五
月
十
二
・
十
三
日
於
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
大
）

唐
代
類
書
『
藝
文
類
聚
』
の
部
立
て
と
避
諱
の
問
題

―

「
淵
」・「
虎
」
字
の
避
諱
を
中
心
に―

 

大　

渕　

貴　

之

王
維

川
荘
詩
に
見
え
る
「
惆
悵
」
に
つ
い
て 

陣　

内　

孝　

文

○
二
〇
〇
七
年
度
中
唐
文
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
〇
七
年
十
月
五
日　

於
愛
知
大
学
）

嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る
『
唐
詩
訓
解
』
の
排
斥

―

江
戸
と
京
都
に
お
け
る
版
権
闘
争―

 

有　

木　

大　

輔

○
第
五
十
九
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
〇
七
年
十
月
六
・
七
日　

於
名
古
屋
大
学
）

王
維
の

川
荘
と
奸
臣
の
専
横

―

「
惆
悵
と
し
て
柴
扉
を
掩
ふ
」
の
は
な
ぜ
か―

 

陣　

内　

孝　

文

司
馬
光
の
洛
陽
退
居
生
活
と
白
居
易 

中　

尾　

健
一
郎

九
世
紀
に
お
け
る
杜
甫
詩
集
の
伝
播
に
つ
い
て 

静　

永　
　
　

健
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○
に
ん
ぷ
ろ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
〇
七

 

（
二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
於
九
大
西
新
プ
ラ
ザ
）

第
Ⅰ
室
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
〈
訓
読
〉
の
思
想
文
化
（
１
）」

第
Ⅱ
室
「
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
と
海
域
」

第
Ⅲ
室
「
日
中
文
学
に
見
え
る
受
容
の
様
相
」

第
Ⅳ
室
「
日
本
宋
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」

第
Ⅴ
室
「
蒙
古
襲
来
と
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
秩
序
の
変
動
」

○
九
大
人
文
科
学
研
究
院
哲
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会

 

（
二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
七
日　

於
文
学
部
会
議
室
）

近
三
十
年
中
国
の
『
白
居
易
集
』
校
注
出
版 

静　

永　
　
　

健

唐
代
墓
誌
与
白
居
易
詩
文
研
究 

（
清
華
大
学
）
謝　
　
　

思　

煒

○
公
開
講
座

言
語
と
文
芸―

和
漢
古
典
の
世
界―

 

（
二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
八
日
〜
九
月
十
五
日　

於
赤
煉
瓦
文
化
館
）

絵
物
語
で
た
ど
る
孔
子
の
生
涯―

『
孔
子
聖
蹟
之
図
』
に
つ
い
て

 

竹　

村　

則　

行

光
源
氏
の
書
斎
と
中
国
書
籍 

静　

永　
　
　

健

研
究
室
刊
行
物

○
『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六
号
（
二
〇
〇
七
年
十
二
月
発
行
）

漢
代
五
言
詩
歌
と
死
後
の
世
界 

柳　

川　

順　

子

二
陸
贈
答
詩
中
的
東
南
士
族 

孫　
　
　

明　

君

潘
岳
「
楊
荊
州
誄
」
と
「
楊
仲
武
誄
」

―

そ
の
創
作
態
度
の
異
質
性―

 

土　

屋　
　
　

聡

宋
代
私
撰
類
書
所
収
の
白
居
易
逸
文
考 

陳　
　
　
　
　

王
十
朋
編
『
楚
東
唱
酬
集
』
に
つ
い
て

―

南
宋
初
期
の
政
治
状
況
と
関
連
し
て―

 

甲　

斐　

雄　

一

袁
枚
の
女
孫
・
袁
綬
と
滅
び
ゆ
く
随
園

―

清
嘉
慶
・
道
光
期
の
女
流
詩
人
の
素
描―

 

蕭　
　
　

燕　

婉

江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る
『
唐
詩
訓
解
』
排
斥

 

有　

木　

大　

輔

鄧
梅
羹
『
中
国
文
学
史
綱
』
と
譚
丕
模
『
中
国
文
学
史
綱
』

―

併
せ
て
新
発
見
の
劉
復
の
佚
序
に
つ
い
て 

竹　

村　

則　

行

北
部
呉
語
に
お
け
る
中
古
果
・
假
摂
韻
母
の
語
音
変
遷
に
つ
い
て

 

平　

田　

直　

子

虚
詞
の
使
用
か
ら
見
た
歐
陽
脩
『
五
代
史
記
』
の
文
体
的
特
色

 

東　
　
　

英　

寿

英
語
学
英
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
九
年
度
前
学
期

英
語
学

論
文
指
導 

西　

岡　

教　

授
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英
語
学
特
論
Ⅲ　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論
入
門 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
講
義
Ⅰ
　
英
文
法
の
諸
問
題 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅰ　

生
成
文
法
の
基
礎 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅹ　

英
語
統
語
論
入
門
Ⅰ 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅲ　

L
exical Sem

antics and A
rgum

ent Structure

 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
語
学
演
習
Ⅶ　

In
trodu

ction
 to E

n
g
lish

 L
in

g
u
istics I

 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
語
学
演
習
Ⅷ　

S
ociolin

g
u
istics 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
語
学
講
義
Ⅲ　

史
的
統
語
論 
（
名
古
屋
大
学
）
天
野
政
千
代
教
授

英
作
文
Ⅰ 

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

英
会
話
Ⅰ 

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

英
会
話
Ⅰ 
ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
語
Ⅰ 

（
北
九
州
市
立
大
学
）　

木
原
謙
一　

教
授

英
語
Ⅴ 

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導 

村　

井　

教　

授

論
文
指
導 

鵜　

飼　

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅴ　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
研
究

 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅶ　

C
h
arles D

icken
s

論

 

鵜　

飼　

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅰ　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
入
門

 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅰ　

G
eorg

e E
liot

研
究 

鵜　

飼　

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅲ　

C
oriola

n
u
s

研
究 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅰ　

R
om

eo
a
n
d
Ju
liet

研
究 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅶ　

C
h
arles D

icken
s

研
究 

鵜　

飼　

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅷ　

O
scar W

ilde

研
究 

鵜　

飼　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅰ　

Th
e
S
u
n
A
lso

R
ises

を
読
む

 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅱ　

20
世
紀
ア
メ
リ
カ
文
学
の
描
く
生
と
死

 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅰ　

B
en
ito

C
eren

o

を
読
む 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅱ　

E
dg

ar A
llan

 P
oe

と
死
体

 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅵ　

M
elv

ille
s P

oly
n
esian

 N
ov

els: T
yp
ee,

O
m
oo,

M
a
rd
i 

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅲ　

M
y
th

ic A
m
erica: A

m
erican

 H
eroes, 

V
illain

s, T
ricksters 

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅳ　

H
au

n
tin

g
 A

m
erica

 

（
高
等
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
）
サ
イ
モ
ン　

教
師
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平
成
十
九
年
度
後
学
期

英
語
学

論
文
指
導 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
特
論
Ⅳ　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
派
生
の
問
題

 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅳ　

統
語
論
の
諸
問
題
Ⅱ 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅰ　

英
語
音
声
学
入
門
Ⅰ 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
XI　

英
語
統
語
論
入
門
Ⅱ 

西　

岡　

教　

授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅳ　

Japan
ese L

in
g
u
istics 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
語
学
演
習
Ⅸ　

In
trodu

ction
 to E

n
g
lish

 L
in

g
u
istics  II

 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
語
学
講
義
Ⅳ　

生
成
文
法
の
展
開 

（
東
北
大
学
）
中
村　

捷　

教
授

英
作
文
Ⅱ 
ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
会
話
Ⅱ 
ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
会
話
Ⅱ 

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

英
語
Ⅱ 

（
北
九
州
市
立
大
学
）　

木
原
謙
一　

教
授

英
語
Ⅵ 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導 

村　

井　

教　

授

論
文
指
導 

鵜　

飼　

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅵ　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
宗
教

 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅷ　

C
h
arles D

icken
s

論 

鵜　

飼　

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅲ　

E
m
ily

 B
ron

të

論 

鵜
飼　

准　

教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究　

M
ary

 S
h
elley

研
究 

鵜
飼　

准　

教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅳ　

C
oriola

n
u
s

研
究 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅱ　

R
om

eo
a
n
d
Ju
liet

研
究 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅲ　

O
th
ello

研
究 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅸ　

Jon
ath

an
 S

w
ift

研
究 

鵜　

飼　

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅴ　

Joh
n
 K

eats

研
究

 

（
福
岡
教
育
大
学
）
後
藤
美
映
准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅱ　

Th
e
S
u
n
A
lso

R
ises

を
読
む

 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅱ　

B
illy

B
u
d
d
,
S
a
ilor

を
読
む

 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅲ　

E
dg

ar A
llan

 P
oe

を
読
む

 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
XI　

20
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
文
学

 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅴ　

M
elv

ille
s S

ailin
g
 N

ov
els: R

ed
b
u
rn
,

W
h
ite-Ja

ck
et,

M
ob
y-D

ick  

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅸ　

T
h
e C

lassic A
m
erican

 S
h
ort S

tory

 

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅳ　

P
rom

ised L
an

d: R
eligion

 in
 A

m
erican

 



107

彙　
　
　

報

C
u
ltu

re 

フ
ァ
ー
ネ
ル
教
師

英
米
研
究 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅲ　

蘇
る
標
的
―
ド
ン
・
デ
リ
ー
ロ
文
学
の
弾
道

 

（
大
阪
大
学
）
渡
辺
克
明　

教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
60
回
大
会
研
究
発
表
（
二
〇
〇
七
年
十
月
）

T
h
ere

構
文
と
場
所
句
倒
置
構
文
に
関
す
る
統
語
的
分
析

 

前　

田　

雅　

子

不
定
詞
補
文
の
透
明
性
効
果
に
つ
い
て
―
知
覚
裸
不
定
詞
補
文
の
分
析
か

ら 

松　

本　

知　

子

優
位
効
果
と
交
差
現
象
に
つ
い
て 

西　

村　
　
　

恵

節
比
較
構
文
の
統
語
構
造
分
析
：
比
較
削
除
と
比
較
部
分
削
除
を
中
心
に

 
田　

中　

公　

介

日
本
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
協
会
第
18
回
大
会
（
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
プ
ロ
グ
レ

ス
）
研
究
発
表
（
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）

栄
誉
あ
る
浪
費
―
『
日
は
ま
た
昇
る
』
の
フ
ィ
エ
ス
タ
を
読
む

 

山　

下　

美　

保

日
本
比
較
文
化
学
会
第
19
回
九
州
支
部
会
研
究
発
表（
二
〇
〇
七
年
三
月
）

パ
リ
の
ア
メ
リ
カ
人
―H

en
ry

 Jam
es 

の T
h
e
A
m
erica

n

に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
の
表
象
―　

 

砂　

川　

典　

子

福
岡
言
語
学
会
二
〇
〇
七
年
度
第
1
回
例
会
研
究
発
表
（
二
〇
〇
七
年
四

月
）

英
語
の
優
位
効
果
に
つ
い
て
の
派
生
的
分
析 

西　

村　
　
　

恵

T
he Independent Learning A

ssociation Japan C
onference 

研
究

発
表
（
二
〇
〇
七
年
十
月
）

大
学
英
語
教
育
に
お
け
るL

earn
er A

u
ton

om
y
 

育
成
―
学
生
主
体
の

授
業
の
実
践
と
見
通
し 

松　

本　

知　

子

JELS24

（
日
本
英
語
学
会　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

奇
生
空
所
構
文
に
お
け
る
許
可
の
違
い 

黒　

木　

隆　

善

English Linguistics24-2

（
日
本
英
語
学
会　

二
〇
〇
七
年
十
二
月
）

A
 D

eriv
ation

al A
pproach

 to S
u
periority

 E
ff
ects in

 E
n
g
lish

 

西　

村　
　
　

恵

『
英
米
文
学
語
学
研
究
会
論
集
』
第
12
号
（
英
米
文
学
語
学
研
究
会　

二
〇
〇
七
年
十
二
月
）

Th
e
L
a
n
d
of
H
ea
rt
s
D
esire

に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
間
伝
承

 

門　

脇　

正　

典

『
九
大
英
文
学
』
49
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）

拡
大
さ
れ
た
自
己―

A
d
a
m
B
ed
e

に
お
け
る
他
者
と
の
連
帯

 

谷　
　
　

綾　

子

A
P
ortra

it
of
th
e
A
rtist

a
s
a
Y
ou
n
g
M
a
n

に
お
け
る
詩
人
の
「
新

し
く
飛
翔
す
る
」
女
性
の
概
念 

伊　

藤　

恵　

理

R
ev

ised
 P

arallel M
erg

e A
pproach

 tow
ard

 th
e A

T
B
 W

H
-

qu
estion

 an
d its C

on
sequ

en
ce 

田　

中　

公　

介

知
覚
動
詞
の
裸
不
定
詞
補
文
に
関
す
る
統
語
的
分
析 

松　

本　

知　

子



108

彙　
　
　

報

独
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
九
年
度
第
一
学
期

文
学
部
・
独
語
学

講
義　

ド
イ
ツ
語
動
詞
の
語
法

 
（
言
語
文
化
研
究
院
）
恒
川　

元
行
教
授

ド
イ
ツ
語
基
礎
演
習 

小　

黒　

准
教
授

ド
イ
ツ
語
作
文
Ⅰ 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

演
習　

D
E
U
T
S
C
H

１ 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

演
習　

D
E
U
T
S
C
H

２ 
ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

演
習　

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
入
門 

（
福
岡
大
学
）
上
田
和
夫　

教
授

文
学
部
・
独
文
学

講
義　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
論
（
６
） 

浅　

井　

教　

授

演
習　

F
ran

z K
afka: Josefi

n
e, die S

än
g
erin

 oder das V
olk 

der M
äu

se 

を
読
む 

浅　

井　

教　

授

演
習　

ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
研
究
（
Ⅲ
） 

小　

黒　

准
教
授

人
文
科
学
府

演
習　

R
obert M

u
sil: D

ie S
ch

w
ärm

er 

を
読
む
（
１
）

 

浅　

井　

教　

授

演
習　

「
水
の
詩
学
」
Ⅰ 

小　

黒　

准
教
授

演
習　

H
auptsem

inar: H
einrich von K

leist: D
as E

rdbeben in                      

         C
hili 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

特
研　

K
olloqu

iu
m
 

浅
井
教
授
・
小
黒
助
教
授

平
成
十
九
年
度
第
二
学
期

文
学
部
・
独
語
学

講
義　

ド
イ
ツ
語
動
詞
の
語
法

 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
恒
川　

元
行
教
授

演
習　

D
E
U
T
S
C
H

１　

 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

演
習　

D
E
U
T
S
C
H

２ 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

文
学
部
・
独
文
学

講
義　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
論
（
７
） 

浅　

井　

教　

授

講
義　

「
水
の
精
の
物
語
」
の
身
体
論
的
研
究

   ―

歌
声
の
消
失
に
つ
い
て―

 

小　

黒　

准
教
授

講
義　

D
eu

tsch
e L

iteratu
rgesch

ich
te v

om
 frü

h
en

 M
ittelalter        

　
　
　

bis zu
r M

odern
e 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

臨
講　

ム
ー
ジ
ル
の
『
特
性
の
な
い
男
』 （
上
智
大
学
）
北
島 

玲
子
教
授

演
習　

F
ran

z K
afka: D

ie V
erw

an
dlu

n
g
 

を
読
む

 

浅　

井　

教　

授

演
習　

ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
研
究
（
Ⅳ
） 

小　

黒　

准
教
授

人
文
科
学
府

演
習　

R
obert M

u
sil: D

ie S
ch

w
ärm

er 

を
読
む
（
２
）

 

浅　

井　

教　

授
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演
習　

「
水
の
詩
学
」
Ⅱ 

小　

黒　

准
教
授

演
習　

H
au

ptsem
in

ar: A
rn

o S
ch

m
idt 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

特
研　

K
olloqu

iu
m
 

浅
井
教
授
・
小
黒
准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
第
一
回
九
大
独
文
科
研
研
究
会
「
ド
イ
ツ
近･

現
代
文
学
に
お
け
る
〈
否

定
性
〉
の
契
機
と
そ
の
働
き
」

 

（
平
成
十
八
年
九
月
八
―
一
〇
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・
語
り
得
な
い
も
の
へ
の
思
索

―

西
洋
哲
学
に
お
け
る
否
定
性
の
系
譜
学

 

（
九
州
大
学
）
東　

口　
　
　

豊

・N
eg

ativ
e L

iteratu
ron

tolog
ie. D

as D
en

ken
 der N

eg
ativ

ität 

bei M
au

rice B
lan

ch
ot 

（
九
州
大
学
）A

rn
e K

law
itter 

・
二
項
対
立
と
否
定
性―

―

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
お
け
る
ポ
エ
ジ
ー
言
語
の

成
立
構
造 

（
九
州
大
学
専
門
研
究
員
）
田　

野　

武　

夫

・
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の>>F

ort<<-bilden
―

―
N
atu

rpoesie

論
争
に
お

け
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
立
場
に
つ
い
て―

―

 

（
九
州
大
学
非
常
勤
講
師
）
田　

口　

武　

史

・ 

メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
ー

―

「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

 

（
九
州
大
学
）
小　

黒　

康　

正

・『
あ
る
手
紙
』
か
ら
『
塔
』
へ

―

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
お
け
る
否
定
性
の
契
機
と
そ
の
展
開

　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
安
徳
万
貴
子

・
言
語
の
否
定
性
の
な
か
か
ら
ポ
エ
ジ
ー
言
語
が
立
ち
上
が
る
と
き

̶

ム
ー
ジ
ル
の
処
女
作
『
生
徒
テ
ル
レ
ス
の
惑
乱
』

 

（
九
州
大
学
）
浅　

井　

健
二
郎

・
絵
の
中
の
声
と
音

̶

リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ホ
ガ
ー
ス
解
説
に
お
け
る
音
声
の
記
述̶

 

（
島
根
大
学
）
濱　

中　
　
　

春

・
ゲ
ー
テ
の
ア
ル
ヒ
ー
フ
詩
学 

（
慶
応
大
学
）
山　

本　

賀　

代

○
「
九
州
ド
イ
ツ
文
学
」
第
20
号
（
平
成
十
八
年
十
一
月
発
行
）

・〔
翻
訳
〕C

.G
.

ユ
ン
グ
の
講
演
「『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
と
錬
金
術
」

̶

解
題
と
訳
注̶

 

池　

田　

紘　

一

○
第
二
回
九
大
独
文
科
研
研
究
会
「
ド
イ
ツ
近･

現
代
文
学
に
お
け
る
〈
否       

定
性
〉
の
契
機
と
そ
の
働
き
」

 

（
平
成
十
九
年
二
月
一
〇

－

一
二
日　
　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・「
視
霊
者
」
論̶

近
代
の
否
定
層 

（
山
口
大
学
）
坂　

本　

貴　

志
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・
否
定
性
と
し
て
の
死
の
表
現̶

イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
バ
ッ
ハ
マ
ン
の
場
合

 

（
宮
崎
大
学
）
小　

川　

さ
く
え

・
否
定
と
超
越
、
そ
し
て
ロ
ゴ
ス
の
宿
り

̶
東
方
・
ギ
リ
シ
ャ
教
父
の
伝
統
に
即
し
て̶

 

（
九
州
大
学
）
谷　
　
　

隆
一
郎

・
人
形
と
い
う
死
体―
Ｗ
．
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
け
る
芸
術
作
品
の
概
念
と

Ｃ
．
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
『
平
和
人
形
の
入
っ
た
箱
』

 

（
大
東
文
化
大
学
）
岡　

本　

和　

子

・
否
定
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー

―

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
デ
ュ
レ
ン
マ
ッ
ト
の
演
劇
論

 

（
姫
路
獨
協
大
学
）
増　

本　

浩　

子

・
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ
ル
の
語
彙
研
究―

直
接
性
の
否
定
の
世
界

 

（
九
州
大
学
）
恒　

吉　

法　

海

・
二
人
の
エ
ル
ン
ス
ト

―

一
元
論
と
ド
イ
ツ
文
学
に
関
す
る
予
備
的
研
究̶

 

（
九
州
大
学
）
福　

元　

圭　

太

・
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
「
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
」
の
欺
瞞

 

（
熊
本
大
学
）
杉　

谷　

恭　

一

○
浅
井
健
二
郎
（
編
・
共
訳
・
解
説
）『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

４　

批
評
の
瞬
間
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
平
成
十
九
年
発
行
）

○
日
本
独
文
学
第
49
回
蓼
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
十
九
年
三
月
十
八
日

―
二
十
四
日　

於
蓼
科
ア
ー
ト
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

・In
stru

m
en

talisierte H
ospitalität u

n
d B

rech
ts P

oetik des 

P
arasitären

 　

 
A
rn

e K
law

itter

・F
ran

z K
afk

a „D
as S

ch
loß

“

: K
.s A

m
b
iv

alen
z zw

isch
en

 

F
ein

d u
n
d F

reu
n
d  

H
iroaki M

u
rakam

i

○
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ヴ
ェ
ツ
エ
ル
教
授
（
ボ
ン
大
学
）
講
演
会

 

（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
九
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
21
回
研
究
発
表
会

 

（
平
成
十
九
年
四
月
二
八
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・〈
渦
〉―

ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
『
予
感
と
現
前
』
に
お
け
る
生
の
構
図

 

水　

守　

亜　

季

・
異
界
の
ざ
わ
め
き―

T
h
.

マ
ン
『
ブ
ッ
テ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と
』

に
お
け
る
市
民
的
言
語
の
不
全 

坂　

本　

彩
希
絵

・
ム
ー
ジ
ル
『
生
徒
テ
ル
レ
ス
の
惑
乱
』
に
お
け
る
主
人
公
の
言
語
的
側

面
の
発
展 

清　

原　

明　

代

・
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
『
訴
訟
』―

〈
生
き
る
こ
と
〉
と
し
て
の
、
そ
し

て
〈
書
く
こ
と
〉
と
し
て
の
訴
訟 

下　

薗　

り　

さ

○
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
ッ
ケ
ル
教
授
（
元
九
州
大
学
外
国
人
教
師
・

元
マ
ン
ハ
イ
ム
国
語
研
究
所
所
長
）
講
演
会

（
平
成
十
九
年
六
月
一
二
日　

於
東
京
第
一
ホ
テ
ル　

通
訳
：
小
黒
康
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正
）

○
ラ
ル
フ
・
ラ
イ
ナ
ー
・
ヴ
ー
テ
ノ
ー
教
授
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
）

　

講
演
会 

（
平
成
十
九
年
六
月
一
三
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

○
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
オ
ス
ト
ハ
イ
マ
ー
（
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
大
学
助
手
）
講
演
会

 

（
平
成
十
九
年
七
月
二
十
五
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

○
第
三
回
九
大
独
文
科
研
研
究
会「
ド
イ
ツ
近
・
現
代
文
学
に
お
け
る〈
否

定
性
〉
の
契
機
と
そ
の
働
き
」

 

（
平
成
十
九
年
九
月
一
五
―
一
七
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
劇
作
品
に
お
け
る
生
の
形
式

―

『
痴
人
と
死
』
か
ら
『
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
世
界
劇
場
』
ま
で

 

（
九
州
大
学
大
学
院
）
安　

徳　

万
貴
子

・
文
学
的
一
元
論
と
言
語 

（
九
州
大
学
）
福　

元　

圭　

太

・
ク
レ
メ
ン
ス
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
『
ゴ
ッ
ケ
ル
、
ヒ
ン
ケ
ル
、
ガ
ッ
ケ
ラ

イ
ア
』
に
お
け
る
子
ど
も
の
言
語 

 

（
大
東
文
化
大
学
）
岡　

本　

和　

子

・
水
の
女
を
め
ぐ
る
「
翻
訳
」
論

―

ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
と
フ
ケ
ー
『
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
』

　
　

 

（
九
州
大
学
）
小　

黒　

康　

正

・ 

あ
る
〈
奇
蹟
〉
の
物
語―

―
R
. 

ム
ー
ジ
ル
『
黒
つ
ぐ
み
』　

 

（
九
州
大
学
）
浅　

井　

健
二
郎 

・
ゲ
ー
テ
に
お
け
る
〈
否
定
性
〉
と
〈
肯
定
性
〉

 

（
作
家
・
東
大
名
誉
教
授
）
柴　

田　
　
　

翔

・
ゲ
ー
テ
と
ピ
グ
マ
リ
オ
ン 

（
慶
応
大
学
）
山　

本　

賀　

代

・
否
定
性
の
袋
小
路
か
、
可
能
性
の
開
示
か̶

ム
ー
ジ
ル
の
『
特
性
の
な

い
男
』
に
お
け
る
果
て
し
な
い
省
察
を
め
ぐ
っ
て

 

（
上
智
大
学
）
北　

島　

玲　

子

○
日
本
独
文
学
会
研
究
叢
書
五
二
号
『
ド
イ
ツ
近
代
文
学
に
お
け
る
〈
否

定
性
〉
の
契
機
と
そ
の
働
き
』

 

（
浅
井
健
二
郎
編
、
平
成
十
九
年
十
〇
月
発
行
）

・
二
項
対
立
と
否
定
性

―

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
お
け
る
ポ
エ
ジ
ー
言
語
の
成
立
構
造

 

（
拓
殖
大
学
）
田　

野　

武　

夫

・
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の>>F

ort<<-bilden
―

N
atu

rpoesie

論
争
に
お
け

る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
立
場
に
つ
い
て―

 

（
九
州
大
学
非
常
勤
講
師
）
田　

口　

武　

史

・
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
ー

―

「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

 

（
九
州
大
学
）
小　

黒　

康　

正

・『
あ
る
手
紙
』
か
ら
『
塔
』
へ

―
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
お
け
る
否
定
性
の
契
機
と
そ
の
展
開

 

（
九
州
大
学
大
学
院
）
安　

徳　

万
貴
子

・
言
語
の
否
定
性
の
な
か
か
ら
ポ
エ
ジ
ー
言
語
が
立
ち
上
が
る
と
き
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―

ム
ー
ジ
ル
の
処
女
作
『
生
徒
テ
ル
レ
ス
の
惑
乱
』

 

（
九
州
大
学
）
浅　

井　

健
二
郎

○
第
六
六
回
西
日
本
文
化
賞
学
術
文
化
部
門
受
賞（
於
西
日
本
新
聞
本
社
、

平
成
十
九
年
一
一
月
三
日
）

 

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
長
崎
外
国
語
大
学
長
）
池　

田　

紘　

一

仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
九
年
度
前
学
期

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
会
話 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

仏
文
学

演
習　

二
十
世
紀
の
小
説 

吉　

井　

教　

授

演
習　

二
十
世
紀
の
文
学
批
評 

吉　

井　

教　

授

研
究　

テ
ク
ス
ト
分
析
の
諸
問
題 

吉　

井　

教　

授

特
論　

N
R
F

研
究 

吉　

井　

教　

授

講
義　

前
ロ
マ
ン
主
義
文
学
研
究 

髙　

木　

准
教
授

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
小
説
講
読
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
チ
ェ
ン
チ
一
族
』）

 

髙　

木　

准
教
授

特
論　

フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
研
究
Ⅰ 

髙　

木　

准
教
授

研
究　

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
研
究 

髙　

木　

准
教
授

演
習　

テ
ク
ス
ト
分
析 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

研
究　

メ
ー
テ
ル
ラ
ン
ク
『
ペ
リ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
を
読
む

 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

特
論　

ロ
マ
ン
主
義
の
詩
と
現
代
詩

 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
詩
研
究

 

（
言
語
文
化
研
究
院
）　

森　

茂
太
郎
教
授

臨
講　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
文
学
の
諸
問
題

 

（
立
命
館
大
学
）
松
尾　

剛　

准
教
授

平
成
十
八
年
度
後
学
期

仏
語
学

講
義　

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
諸
相 

ソ
コ
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
教
師

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
作
文 

ソ
コ
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
教
師

仏
文
学

演
習　

二
十
世
紀
の
小
説 

吉　

井　

教　

授

演
習　

二
十
世
紀
の
文
学
批
評 

吉　

井　

教　

授

研
究　

テ
ク
ス
ト
分
析
の
諸
問
題 

吉　

井　

教　

授

特
論　

N
R
F

研
究 

吉　

井　

教　

授

講
義　

フ
ラ
ン
ス
近
代
小
説
研
究 

髙　

木　

准
教
授
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演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
小
説
講
読
（
デ
ュ
ラ
ス
夫
人
『
オ
リ
ヴ
ィ
エ
』）

 

髙　

木　

准
教
授

特
論　

フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
研
究
Ⅱ 

髙　

木　

准
教
授

研
究　

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
研
究 

髙　

木　

准
教
授

講
義　

フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
文
学
研
究 

ソ
コ
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
教
師

研
究　

文
学
研
究
の
方
法
論 

ソ
コ
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
教
師

特
論　

仏
語
論
文
ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

ソ
コ
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
教
師

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
詩
研
究

 
（
言
語
文
化
研
究
院
）
森　

茂
太
郎
教
授

臨
講　

古
典
主
義
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

 

（
愛
媛
大
学
）
柳　

光
子
准
教
授

臨
講　

フ
ラ
ン
ス
文
化
論 

（
鹿
児
島
国
際
大
学
）
飯
田　

伸
二
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

仏
文
学
関
係

○
「
ス
テ
ラ
」
第
25
号
（
平
成
十
八
年
十
二
月
発
行
）

A
g
lav

ain
e et S

ély
sette: 

u
n
e tou

r de silen
ce au

 m
ilieu

 des m
ots

 
O
liv

ier K
A
C
H
L
E
R

フ
ラ
ン
ス
語
の
代
名
動
詞
と
バ
ル
ト
派
言
語
の
完
了
受
動
再
帰
構
文

―
―

自
発
・
可
能
・
完
了―

―
 

井　

口　

容　

子

コ
レ
ー
ジ
ュ
第
６
学
級
フ
ラ
ン
ス
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

―
―

翻
訳
と
解
説―

―
 

飯　

田　

伸　

二

『
赤
と
黒
』
の
余
白
に

―
―

『
ヴ
ァ
ニ
ナ
・
ヴ
ァ
ニ
ニ
』
の
成
立―

―
 

髙　

木　

信　

宏

『
聖
ジ
ュ
リ
ア
ン
伝
』
に
お
け
る
２
つ
の
身
体 

大　

橋　

絵　

理

セ
ナ
ー
ブ
ル
の
死―

―

ユ
ダ
へ
の
変
容―

―
 

野　

村　

知
佐
子

カ
ミ
ュ
『
転
落
』
に
お
け
る
時
間 

安　

藤　

智　

子

ジ
ッ
ド
の
『
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ
リ
』
仏
語
訳

―
―

翻
訳
か
ら
出
版
ま
で
の
経
緯―

―
 

吉　

井　

亮　

雄

中
地
義
和
『
ラ
ン
ボ
ー　

自
画
像
の
詩
学
』 

森　
　
　

茂
太
郎

ル
バ
テ
=
ク
ス
ト
ー
『
敗
者
た
ち
の
対
話
』 

松　

尾　
　
　

剛

言
語
学
研
究
室

講
義
題
目

文
学
部

平
成
十
九
年
度
前
期

演
習　

音
声
学
の
基
礎 

久　

保　

智　

之

演
習　

言
語
と
論
理　

〜
論
文
の
書
き
方
と
考
え
方 

上　

山　

あ
ゆ
み

実
習　

卒
業
論
文
指
導 

各
教
員

講
義　

第
二
言
語
習
得
研
究
入
門

 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
志　

水　

俊　

広
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講
義　

形
式
名
詞
か
ら
み
た
日
本
語
文
法

 

（
福
岡
大
学
）
江　

口　
　
　

正

講
義
（
集
中
）　

言
語
心
理
学
へ
の
招
待

 

（
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
）
松　

井　

理　

直

講
義
（
集
中
）　

こ
と
ば
の
認
知
脳
科
学 

（
東
北
大
学
）小　

泉　

政　

利

平
成
十
九
年
度
後
期

演
習　

文
理
解
に
関
す
る
研
究 

坂　

本　
　
　

勉

講
義　

言
葉
と
歴
史
・
社
会
・
心
理 

坂　

本　
　
　

勉

講
義　

音
声
学
実
習 

久　

保　

智　

之

講
義　

日
本
語
の
基
本
構
造 

上　

山　

あ
ゆ
み

実
習　

卒
業
論
文
指
導 

各
教
員

講
義　

第
二
言
語
習
得
研
究
概
説

 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
志　

水　

俊　

広

講
義
（
集
中
）　

語
形
成
へ
の
語
彙
意
味
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

（
大
阪
大
学
）
由　

本　

陽　

子

講
義
（
集
中
）　

歴
史
言
語
学
入
門 

（
京
都
大
学
）
吉　

田　
　
　

豊

講
義
（
集
中
）　

バ
ン
ト
ゥ
諸
語　

フ
ィ
ー
ル
ド
言
語
学
入
門

 

（
大
阪
女
学
院
大
学
）
米　

田　

信　

子

人
文
科
学
府

平
成
十
九
年
度
前
期

研
究　

文
法
理
論
の
諸
問
題 

稲　

田　

俊　

明

特
論　

満
洲
語
購
読
（
満
文
原

 

Ｉ
） 

久　

保　

智　

之

研
究　

漢
語
音
韻
論
研
究 

久　

保　

智　

之

特
論　

言
語
理
論
と
統
語
論
・
意
味
論 

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

否
定
の
意
味
と
構
造 

上　

山　

あ
ゆ
み

言
語
学
研
究
法 

全
教
員

論
文
指
導 

各
教
員

特
論　

第
二
言
語
習
得
研
究
入
門

 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
志　

水　

俊　

広

特
論　

形
式
名
詞
か
ら
み
た
日
本
語
文
法

 

（
福
岡
大
学
）
江　

口　
　
　

正

特
論
（
集
中
）　

言
語
心
理
学
へ
の
招
待

 

（
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
）
松　

井　

理　

直

特
論
（
集
中
）　

こ
と
ば
の
認
知
脳
科
学 

（
東
北
大
学
）小　

泉　

政　

利

平
成
十
九
年
度
後
期

特
論　

文
法
理
論
特
論
Ⅱ 

稲　

田　

俊　

明

研
究　

文
法
理
論
の
諸
問
題 

稲　

田　

俊　

明

特
論　

言
語
実
験
の
実
際 

坂　

本　
　
　

勉

研
究　

ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
諸
問
題 

坂　

本　
　
　

勉

特
論　

満
洲
語
購
読
（
満
文
原

 

Ⅱ
） 

久　

保　

智　

之

研
究　

日
本
語
音
韻
論
研
究 

久　

保　

智　

之

特
論　

言
語
理
論
と
統
語
論
・
意
味
論 

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

否
定
の
意
味
と
構
造 

上　

山　

あ
ゆ
み

言
語
学
研
究
法 

全
教
員
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論
文
指
導 

各
教
員

特
論　

第
二
言
語
習
得
研
究
概
説

 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
志　

水　

俊　

広

特
論
（
集
中
）　

語
形
成
へ
の
語
彙
意
味
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

（
大
阪
大
学
）
由　

本　

陽　

子

特
論
（
集
中
）　

歴
史
言
語
学
入
門 

（
京
都
大
学
）
吉　

田　
　
　

豊

特
論
（
集
中
）　

バ
ン
ト
ゥ
諸
語　

フ
ィ
ー
ル
ド
言
語
学
入
門

 
（
大
阪
女
学
院
大
学
）
米　

田　

信　

子

研
究
室
刊
行
物

『
九
州
大
学
言
語
学
論
集
』
第
二
十
八
号
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）

言
語
要
素
間
の
関
連
付
け
処
理
を
構
成
す
る
下
位
処
理
に
つ
い
て

―

数
量
詞
と
名
詞
句
と
の
関
連
付
け
に
着
目
し
た
研
究―

 
安　

永　

大　

地

現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
動
詞
の
限
界
性

 

松　

岡　

雄　

太

補
文
標
識
の
移
動
と
そ
の
言
語
差
異 

宗　

正　

佳　

啓

研
究
ノ
ー
ト　

日
本
語
のw

h
 

疑
問
文
の
構
造
と
解
釈
の
問
題
に
つ
い

て―

「
演
算
子
」
と
し
て
のw

h
 

句
と
「
変
項
」
と
し
て
のw

h

句―

 

田　

中　

大　

輝

研
究
ノ
ー
ト　

幼
児
の
分
裂
文
の
理
解
に
つ
い
て

 

團
迫
雅
彦
・
水
本　

豪

学
会
・
研
究
室
行
事

九
州
大
学
言
語
学
研
究
会

第
六
十
五
回

（
二
〇
〇
七
年
九
月
九
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
言
語
学
研
究
室
）

“T
u
rkish

 C
om

plem
en

tation
”

（
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゲ
ー
テ
大
学
）M

arcel E
rdal

人
事
異
動

四
月
一
日　

松
浦
年
男
、
人
文
科
学
研
究
院
附
属
言
語
運
用
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
専
門
研
究
員
着
任
。

十
月
一
日　

坂
本
勉
教
授
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（
研
究
休
暇
）
を
終
了
し
、

復
帰
。


